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細 胞 に お ける 幹 細 胞 ・ 前駆 綱 胞マ ー カ ー の 発 窺 解 析
”
，
浮 生 医 療，３（

Ｓ岬ｐＬ），
１３７（２０◎４）・

２
，
７ｔｈ Ｗ ｏチｌｄ Ｂ；ｏ ｍ ａｔｅｒｉａｌｓ Ｃ ｏｎｇｒｅｓｓ ２００４，

５
．
１７－２１ Ｓ

ｙ
ｄｎｅｙ，

Ａ ｕｓｔｒａｌｉａ

Ｍ 巨ｂａｒａ
，
Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ

，
Ｔ ＡｏｙａｇＩ，

Ａ Ｋ１民ｕｃｈｌ，
Ｋ ＳａｋａＩ ８ηｄ Ｔ Ｏ ｋａｎｏ，

“Ｌｏ ｗ 言ｅ ｍ ｐｅｒａｔｕ 帽一 抑■ｇｇ 銚 ｅ
ｄ

ｃｅｌｌｒｅｌｅａｓｅｆｒｏ ｍ ｔｅ ｍ ｐｅ 樹 淋 ｅ一チｅｓｐｏｎｓ
ｉｖｅ ｃｕｌｔｗｅ ｓ 派 ａｃｅｓ ａｓ ａ ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ

ｉｎｄｅｘ ｆｏｒ ｃｅｌｌ ａｄｈｅｓｉｏΩ

。ｔｒ・・ｇｔｈ ・・… １・ｄ ｂｙｌｉｂ ㈹ ・ｔｉ・ ・ｙ・・ｒｇｙ ・・ｑ 鵬 ・・… 一
ｉ 榊 ・ｂ；ｌｉ・・ｔｉ・・

”
，
Ｔｒ・・… ｔｉ・・１Ｃ Ｄ－Ｒ Ｏ Ｍｌ，

７８０ （２００４）一

３． ９ 回 化 学 と マ イ ク ロ ・ ナ ノ シ ス テ ム 研 究 会 ２◎◎４一δ．２１－２３ 京 都

小 林 純， 大 稿
雅 之
、
糸 賀 和 義， 菊 漉 明

彦
、
聞 野 光 夫

，
“改 造 液 晶 プロ シェ ク タ を利 用 した マイ

ク１コ流 体 デバ イ ス の 作 製 と 細 胞 マイ ク ロ パ ター ニ ン グ ヘ の応 用
”
，
講 演 要 旨集，

４４（２００４）・

４． Ｒ・ｇ・・… １・ 刀・…
Ｅ・ｇｉ… 腕 下 欄 ・ 鯛 撒 ｄｙ ２◎◎４・６・９－１２

Ｓ・・ｔｔｌ・ｌ
ＵＳＡ

Ｔ Ｕｍｅｍｏｔｏ，
Ｍ Ｙａｍａｔｏ，

Ｋ Ｎｌｓｈｌｄａ，
民 Ｗ 訊ａ 船 ｂｅ，

Ｙ 下 釧 ｏ 釧 ｄ 万 Ｏ虻 鰍 ｏ，
“ＬＩｍｂａｌｅρＩ言ｈｅｌ■ａｌｓ－ｄｅ

Ｐ・ｐ・１・ｔｉ◎河・・ｌ１・ ｈ・… ｔ・閉 ・・
ｌｌ－１汰・ 的 ㈱ 蝦 ・

’’
，
腕 脾 ｍ１８ （２００４）・

５． 第 ７ 回 員 本 組 織 工 学 会 ２００４．７．１－２ 東 京

角 出 泰 造，
西 田 幸 二

，
大 和 雅 之， 井

手 武
，
前 田 直 之， 渡 辺

仁
，
菊 池明 彦， 岡

野 光 夫，
禺 野 保

雄
，
“ヒ ト培 養 角 膜 内皮 綱 胞 シ ー トに お け る Ｎ討Ｋ 灯 Ｐａｓｅｐｕｍｐｓｉ｛ｅ の 検 討

”
，
プロ グ ラ ム ・

抄 録 集，８７（
２００４）、

野 崎貴 之，
大 和 雅 乏

，
西 蘭 幸 二，

串 田 愛，
長 井 慈， 田

野 保 雄
，
岡 野 光 夫，

“
温 度 応 答 性 培 養 皿

上 で 作製 した 培 養 角 膜 上皮 綱 胞 シー ト の凍 結 保 存 方 法 の 検 討
”
，
プロ グ ラ ム・抄 録集，８８（

２００４）・

梅 本 晃 正
，
大 稲 雅 乏，

西 田幸二：１，
河 野 千夏， 渡辺

克彦
，
困 野 保 雄， 岡 野光

夫
，
“角 膜 輸 部 上 皮 ＳＰ

細 胞 に お け る 幹 細 胞 ・ 前 駆 細 胞 マ ー カ ー の 発 現解 析
”
，
プ ロ グ ラ ム ・ 抄録 集，８９（２００

４）。

６． 第 ２５ 回 員 本
炎 症 ・ 再 生 医 学 会 一炎 症 の人 為 的 樹 御一 ２◎Ｏ遂、７．

俗１４ 東 京

野崎 貴之，
大 和 雅 之， 酉 困

幸 二
，
串 蘭 愛， 長 井

慈
， 潭
野 保 雄
，
岡 野 苑 夫，

“温 度 応 答 栓 培 養 扱

上 で 作製 した 培 養 角 膜 上皮 細 胞 シー ト の凍 結 保 存 方 法 の 検 討
’
，
炎 症・厩 生 ２似遂），菊３（

２０◎逐）．

梅本 晃 正，
大 和 雅 乏

，
西 閏 幸 二，

瀞 野 平 夏
，
囲野 保 雄， 鰯 野

党夫
，
“角 膜 輸 部 土 皮 ＳＰ 細 胞 にお け

る幹細砲／前駆細胞マ ーカ ーの発 婁解析
珀
。 炎滋∵ 扉圭，烈 ㈹ δＯＯ（２０◎終）

７． 第 ７７ 回 目
本 生 化 学会 大 会 ２００４． 柵、 鳩一禍 横 浜茱 紳

秦 州

梅 本 晃 正，
大和 雅 之， 西日ヨ

幸 二
，
河 野 予蔓， 渡 廼

克 彦
，
躍茅保 雄

，
岡 野 光 夫，

“角 膜 輸 部 上皮 ＳＰ

細 胞 の 幹 綱 胞 マ ー カ ー の 発 環解 析
”
，
生 佐 学，

花 働，
楯◎（２◎◎４）．

８、 貝 本
バイ オ マ テ リ ア ル 学 会 シ ン ポ ジウ ム ２０◎４ ２００４・ 狐 朽一１６ っく ば，

茨 城

西日ヨ幸 二，
大 和 雅 之，

林 田 康 隆，
菊 池 明 彦， 岡野

光 夫
，
畷 野 保 雄

，
“細 胞 ンー ト エ学 に よ る 角 膜 再

生”
，
予 稿 集

，
８５ （２００４）。

９． 第 １４ 回 バ イ オ ・ 高 分 子 シ ン ポ ジ ウ ム ２００４，７．２６・２７
東 京

小 林 純
，
大 和 雅 之

，
糸賀 和 義，

菊 池 明彦
，
岡 野 光 夫，

“
マ ス ク レス 光 重 合 装 置 に よ る ＰＤＭＳ 製

マ イ ク ロ 流 体 チ ッ プの ラ ピ ッ ドプロ トタイ ピン グ
”
，
講 演 要 旨 集

，
５７－５８（２００４）．

１０． 第 ５３ 回
高 分 子 討 論 会 ２００４．９．１５－１７ 北 海 道

小 林 純，
大和 雅 之

，
糸 賀 和 義，

菊 池 閉 彦
，
岡野 光 夫，

“改 造 液 晶 プロ ソェ ク タ に よ る 光 造 形 法



を 利用 し たマ イ ク ロ 流 路 の 作 製
” 痔 分 テ 掌 会 予 裾 集

，
５３（２），４３５６－４３５７（

２００４）、

１１． Ｍｉｃｒｏ ＴｏｔａｌＡηａｌｙｓ
ｉｓ Ｓｙｓｔｅ顯ｓ ２００４（μＴＡＳ ２００４） ２００４．

９．２６－３０ Ｍａ１ｍ６，
Ｓｗｅｄｅｎ

Ｊ Ｋｏｂａｙａｓｈ■，
Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ，

Ｋ ｌｔｏｇａ，
Ａ Ｋ■ｋｕｃｈ■ ａｎｄ Ｔ Ｏｋａｎｏ，

“Ｒａｐｌｄ ｐｒｏｔｏ言ｙｐｌｎｇ ｏ言 Ｐ Ｏ 酬
Ｓ

楡 ｃｒｏｃｈａｎｎｅｌｓ ｕｓｉｎｇ ａ ｌｉｑｕ；ｄ ｃｒｙｓｔａ１ 叫 ｏｊｅｃｔｏｒ－ｍ ｏ
ｄｉｆ；ｅｄ ｍ ａｓｋｌｅｓｓ ｐｈｏｔｏｐｏｌｙ ｍ ｅｒ

ｉｚａｔｉｏｎ ｄ 醐 め 猷
１

Ｐぎｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏ苛 μＴＡＳ ２◎０４，
１，５４５・５４７ （

２００４）．

１２． け ノ テ ク ノ ロ
ジ ｝ 分 野 別 バ ー チ ャ ル ラ ボ」 ナ ノ メ ディ シ ン ・ナノ テ クノ ロ ジー が 招 く 未 来 医療一

２００４．１１．１０ 東 京

小 林 純
，
糸 賀 和 義

，
大 和 雅 之

，
菊 池 明 彦， 岡 野

光 夫
，
“改 良 液 晶 プロ シェ ク タ を利 用 した 光 造

形 法 に よ る マイ ク ロ 流 路 のラ ピ ッ ドプロ トタ イ ピ ン グと 細 胞 マイ ク ロ
パ タ ー ニ ング ヘ の 応 用

”

（２００４）、

１３、 日 本 バ イ オ マ テ リ アノレ 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム ２００４ ２０◎４．１１，１５－１６ つ く ば，
茨 城

小 林 純
，
大 和 雅 乏，

糸 賀 和 義
，
菊 池 明 彦

，
岡 野 党 夫，

“改 造 液 晶 プ ロ シ ェ ク タ を 利 用 し たマイ

ク ロ 流 路 の 作 製 と 綱 胞 マ イ ク ロ パ タ ー ニ ン グ
”
，
予 稿 集
，
５９（２００４）一

１４． 第 １０ 回 化 学 と マ イ ク ロ
・ ナ ノ シ ス テ ム 研 究 会 ２００４． 札

２５－２６ 高 松
，
香 川

糸 賀 和 義
，
小 林 純

，
大 和 雅 之， 菊 池 明

彦
，
岡 野 光 夫，

“縮 小 投 写 型 液 晶 プロ ジ ェク タ に よ る 細

胞 のマ イ ク ロ パ タ ー ニ ング
”
（２００４）、

１５１ 第 ４ 回 目 本 再 生 医 療
学 会 総 会 ２００５．３，１－２ 大 阪

林 囲康 隆，
西 閉 幸 二，

大 和 雅 之， 杉 山
洋 章
，
菊 池 明 彦

，
岡 野 光 夫

，
田 野保 雄，

“
エ キ ソマ レ ］ザ ー

角 膜切 除術と培養細胞 シート移植術の併用 による 新しい角 膜再 生治療法の開発
”
， 浮塗医 厩 ４

（Ｓｕｐρ１一），
９７ （２００５）。

西 田 幸 二，
大 和 雅 之

，
林 閏 康 隆

，
渡辺 克 彦，

前日ヨ直 之，
菊 池 明 彦

，
岡 野 光 夫， 田

野保 雄
，
“自 己口

腔粘膜上皮 から組織工学的に作製した培養 上皮 細胞シー ト移植による角 膜再生
”
， 厩差 厘嬬 ４

（Ｓｕｐｐｌ．），
１１４（２００５）。

浅 野桐 子，
大 和 雅之

，
高 沢 亮治， 影 山 幸 雄， 木 原 和

徳
，
岡 野光 夫

，
“培 養 中 皮 細 胞 シー ト を用 い た

癒 着 防 止 の 試 み” ， 扉
生 医 療，奪（

Ｓｕｐｐｌ．），
２００ （２００５）．

１６． 第 １４
回イ ン テ リ ジ ェ ン ト樹 料／ シス テ ム シ ン ポ ジ ウム ア ジ ア ワ ー ク ショ ッ プ ２◎◎５， ３．９－１０

東京

小 林 純，
大 和 雅 之

，
糸 賀 和 義

，
菊 池 明 彦，

岡 野 光 夫，
“改 造 液 晶 プ ロ シ ェ ク タ を 利 用 し た縮 小

投 影 法 に よ る マ ス ク レス 微 細 加 工
男
，
講 演 要 旨 集

，
５２－５３（２００５）・

１７． 第 １１ 回 化
学 と マ イ ク ロ ・ ナ ノ シ ス テ ム 研 究 会 ２００５．

５．２３－２劣 福 岡

小 林 純
，
犬 和 雅 乏

，
糸 賀 和 義，

菊 池 明 彦，
岡 野 光 夫

，
“改 造 液 晶 プロ シ ェ ク タ を利 用 した マス

ク レス 微 細 加 工 と ソ フ トリ ソ グラ フ ィ ー
”
，
講 演 要 旨集，４２（２００５）。

１８． 第 ５４ 回
高 分 子 学 会 年 次 大会 ２０◎５．５．

２５－２７ 横 浜

小 林 純
，
大 和 雅 之， 菊 池 明 彦， 岡 野

光 夫
，
“縮 小 投 影 型 液 晶 プロ ジ ェ ク タ に よ る マ ス ク レス マ

イ ク ロ パ タ ー ニ ン グ と ソ フ トリ ソ グ ラ フ ィ ー へ の 応 用
”
，
斎 劣 テ 学 芸 予 梅 薬，

５４ （１｝，
２２３９

（２００５）．

１９
．
Ｔｈｅ ６ｔｈ ｌｎｔｅ 閉 ａ言ｉ◎ｎａｌ Ｃ ◎ｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ｌｎｔｅｌｌ

ｉ
ｇｅ（ｔ

Ｍ ａｔｅｒｉａｌｓ ａｎｄ Ｓｙｓｔｅ ｍ ｓ，
Ｎａηｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

Ｆｒｃ 榊 ｅｒ

２００５
．
７
，
４－６ Ｔｏｋｙ０

Ｊ Ｋｏｂａｙａｓｈｌ，
Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ

，
Ｋ ｌｔｏｇａ，

Ａ ＫｌｋｕｃｈＩａｎｄ 下 Ｏｋａｎｏ，
“Ｒａρｌｄ ｐゴｏｔｏｔｙｐＩｎｇ ｏ｛ ｍｌｃｒｏρａｔｔｅ ｍｓ

ｆα ｂ；ｏ ｍ ｅｄｉｃａｌ ａｐＰ１１ｃａｔ；ｏｎｓ
ｂ
ｙ ｍ ａｓ

ｋｌｅｓｓ
，
ｌｉ
ｑｕ
１ｄ－ｃｒｙｓ｛ａｌ－ｄ１ｓρｌａｙ ρｒｏｊｅｃｔｉｏｎ ｍ ｅｔｈｏｄ

”
，
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ・

２２１－２２２ （２００５）、



２０． 第 ２６ 回 員 本
炎 症 ・ 再 生 医 学 会 一炎 症研 究 と 再 生 研 究 の融 合一 ２００５，７，１２－１３

東 京

梅本 晃 正，
大 和 雅 之

，
西 田 幸 二， 目

ヨ野 保 雄
，
岡 野 光 夫，

“角 膜 輸 部 上皮 ＳＰ 細 胞 の 幹 細 胞 様 の 性

質 と 増 殖 能
”
， 炎
症 ・ 厩塗，

２５（４），
３０７（２００５）、

林日ヨ康 隆
，
西 禺 幸 二，

大 和 雅 之
，
杉 山 洋 章，

菊 池 明 彦
，
闘 野 光 夫， 田 野

保 醜 “エ キ ンマ レ ー ザー

角 膜 切 除 術 へ の 培 養糸躍胞 シ ー ト移植 術 の痛 用
”
，
炎 症 ・ 厚生，２

５（４），
３４３（２００５）・

井 手 武，
西日ヨ幸 二，

大 和 雅 之
，
角 出 泰 造

，
前 田 直 之，

渡 辺 仁
，
菊 池 明 彦，

岡 野 光 夫
，
田 野 保

雄
，
“培 養角 膜 内 皮 細 胞 の 基 質 に よ る性 質 の 変化

”
，
炎 症 ・ 厚 生 ２５（４），

３４３（２００５）、

高 木 亮，
大 和 雅 之

，
西日ヨ幸 二，

串 田 愛
，
困野 保 雄，

岡 野 光 夫
，
“コ ロ ニ ー 形 成 を 指 標と す る細

胞 外 マ トリ ック ス 因 子 の角 膜 上皮 前 駆 細 胞 へ の 影 響 の 検 討
”
， 炎 症 ・

浮 笠 ２５（４），
３４５（２００５）。

２１． 第 ３４ 回 医 用 高 分 子
シ ン ポ ジ ウ ム ２００５・８・１－２ 東 京

小 林 純
，
大 和 雅 之，

糸 賀 和 義
，
菊 池 明 彦

，
岡 野 光 夫，

“マ ス ク レス 微 細 加 工 法 を 利 用 した ソフ

ト リ ソ グ ラ フ ィ ー
”
，
講 演 要 旨 集，６３（２０

０５）．

２２． 第 ８ 回
目 本 組 織 工 学会 一学 際 融 合 と 臨 床応 用 技 術 の 開 発一 ２００５．９ ｛ ２

東 京

津 困 行 子，
菊 池 明 彦

，
小 林 純， 大 和

雅 之
，
陳 国 乎

，
閲 野 光 夫，

“縮 小 投 影 型 液 晶 フ ロ シ ェ ク タ

によ る 微 細 加 工 表 面 の 作 製 と 組織 工 学へ の応 用
”
，
抄録 集
，
１６０（２００５）一

２３． 第 ５４ 回
高 分 予 討 論 会 ２００５．９．２０－２２ 山 形

津 田行 子，
菊 池 明 彦

，
小 林 純，

大 和 雅 之，
陳 国 平， 岡 野 光 夫，

“親 水 性 マイ ク ロ パ タ ー ！ 化イ

ン タ ー フ ェイ ス を利 用 した 細 胞 パ タ ー ニ ン グと 組 織 再 生 へ の 応 用
”
， 斎ガ

子 学 会 予 癌 窮 ５４（２），

５２２５－５２２６ （２００５）。

２４． 第 ７８ 回 貝 本
生 化 学 会 大 会 ２００５．１０．

１９－２２ 神 戸

梅 本 晃 正，
大 穐 雅 之，

西 田 幸 二，
岡 野 光 夫，

“
Ｃ ＤＫ ｉｎｈｉｂｉｔｅｒｓ ｒｅｇｕｌａｔｅ ｑｕ；ｅｓｃｅｎｔ ｓ言ａｔｅ ｏ守１

ｉ閑ｂａｌ

・ｐ 肺 ・ｌｉ・１・ｉｄ・ ｐ・ｐ・１・ｔｉ・… ｌｌ・
”
，
差 κ 学；７７（８），

１２５ （２００５）・

２５
．
下ｈｅ ８ｔｈ ＡｎｎＵａｌ Ｍ ｅｅｔｉｎｇ ｏｆ Ｔｉｓｓｕｅ Ｅｎｇ

ｉｎｅｅアｉ（ｇ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｌｎｔｅ ｍ ａｔ
ｉｏｐａ１ ２００５

．
１０－ ２

２－２５

Ｓｈａｒｌｇ
ｈａｉ
，
Ｃｈ１ｎａ

Ｋ ｌｔ・ｇ・，
Ｊ Ｋ・ｂ・ｙ・・ｈｌ， Ｍ

Ｙ・ 鵬 ｔ・，
Ａ Ｋｌｋ・・ｈｌ ・・ｄ Ｔ Ｏｋ・・ パ Ｒ・ρｌｄ ｐ ㈹ ｙρ１・ｇ ・

音 ・・ＩＩ

耐・・叩 ・ｔｔ・ ｍ・
ｂｙ ｐｈ・ｔ・ｌｉ㈹ ９ 軸 ｉ・，

ｌｉｑ・ｉｄ一・ｒｙ・ｔ・１－ｄｉ・ｐｌ・ｙ 胸 ・・１ｉ・・ 鵬 ｔｈ・ｄ
帥汗ｉ舶一 帥 ９・・ｍ ・・ｄ

Ａｂｓ打ａｃｔ Ｂｏｏｋ，
４１３（２００５）．

２６． 第 １劣 回
ポ リ マ ー 材 料 フ ォ ー ラ ム ２００５，１１．１５・１６

東 京

小 林 純
，
大 和 雅 之，

糸 賀 和 義
，
菊 池 明 彦

，
岡 野 光 夫

“液 晶 プ ロ シ ェ ク タ を 利用 した 縮 小 投 影 法

に よ る バイ オチ ッ プの 作 製
”
，
講 演 予 稿 集，

２０３（２００５）．

２７、 第 ２７ 回 員
本 バイ オマ テ リ ア ル学 会 大 会 ２００５．１１．２８－

２９ 京 都

小 林 純
，
大 和 雅 之，

菊 池 明 彦
，
岡 野 光 夫，

“
液 晶 プロ シ ェク タ を利 用 し た縮 小 投 影 法 によ るマ イ

ク ロ チ ッ プ の 作 製
”
，
予 稿 集

，
２２８（２００５）．

２８、 第 ２８ 回 日
本 分 子 生 物 学 会 ２００５，

１２．７－１０ 福 岡

梅 本 晃 正，
大 和 雅 之， 西 串

幸 二
， 日
ヨ野 保 雄， 岡 野 光

夫
，
“ＣＤＫｉｎｈｉｂｉｔｏｒ よ る輪 部 上皮 ＳＰ 細 砲 の

細 胞 周 期 の 静止
”
， 目
本 分 子 生 物 学 会，７３

３（２００５）・

擢待講演・依頼講演 な ど

１．
Ｗ ｏｒｋｓｈｏｐ

“
Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｂｉｏｔｅｃ 麻 ｏｌｏｇｙ ａｎ

ｄ Ｂｉｏｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ
”

２００４
．
１
．
１２－１３ Ｓａｌｔ Ｌａｋｅ Ｃｉｔｙ，

ＵＳＡ

Ｍ
．
Ｙａ ｍ ａｔｏ

，

“
Ｓ ｕげａｃｅ ｍｉｃｒｏｐａｔｔｅｒηｉｎｇ ｆｏｒ ｃｅｌｌ ａすｒａｙ ｃ

ｈｉｐｓ ａｑｄ ｏｌｉｇｏ－ｃｅ
ｌｌ ｂｉｏｌｏｇｙ

”
，
Ｐｒｏｇ 胞 ｍ （２００４）。



２． 戸ｏｕけｈｌｎｔｅｒｎａ言ｉｏｎａ１ Ｓｙ閉ｐｏｓ
；ｕｍ ｏｐ Ｂｉｏｍｉｍｅ言ｉｃ Ｍａ言ｅｒｉａｌｓ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ （ＢＭ Ｍ Ｐ－４）

Ｎ ａｇｏｙａ，
Ａｉｃｈｉ

Ｔ Ｏｋａｎｏ ａｎｄ Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ
，

“
Ｎａｎｏ－ｔｌｓｓｕｅ ｅｎｇ■ｎｅｅｒ■ｎｇ

”
，
Ａｂｓｔｒａｃｔｓ

，
５ （２００４）

３． 第 ３ 回 冒 本 再 生 医 療 学 会 総 会 ２００４，３．２３－２５ 千 葉

大 和 雅 之
，
“細 胞 シ ー ト エ学 から 再 生 医 療 へ ： 法 的 諸 問 題

”

２００４
．
１
．
２８＿３０

扉 圭 医 焼
，ｏ（
Ｓｕｐｐｌ．１），

７０（２００劣）．

４
１
Ｒｅｇｅｎｅｒａｔｅ Ｔｉｓｓｕｅ

ｌ…ｎｇ
ｉｎｅｅｒｉｎｇ

Ｔｈｅ Ｈｕ ｍ ａｎ Ｂｏｄｙ
２００４

，
６
．
９－１２ Ｓｅａｔｔｌｅ

，
Ｕ Ｓ Ａ

Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ
，

“
Ｃ１１ｎＩｃａｌ ａｐｐｌ■ｃａｔｌｏｎｓ ｏｆ ｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｂｌｅ ｃｏ 閉 ｅａｌ ｅｐＩｔｈｅｌ，ａｌ ｃｅ

ｌｌ ｓｈｅｅｔｓ ａｎｄ ｏｒａｌ

ｍ ｕｃｏｓａｌ ｅｐｉｔｈｅｌ；ａｌ ｃｅｌｌｓｈｅｅｔｓｈａ ｍ ｅｓミｅｄ ｆｒｏ ｍ ｔｅ ｍ ｐｅｒａｔ眺 ｅ－ｒｅｓｐｏｎｓｉｖｅ ｃ 舳 ｕｒｅ ｄｉｓｈｅｓ
’’
，
Ｐｒｏｇｒａ ｍ，

５ （２００４）．

５．
第 ２６ 回 ラ ピ ッ ド ・ プ ロ ト タ イ ピ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム ２００４．６．１５ 埼 玉

大 和 雅之
，
“再 生 医療 にお け る 三 次 元 組 織 の 再 構 築 の 重 要 性 と 細 胞 シ ー トエ 学

”
，
プ ロ グ ラ ム ・

抄 録 集
，
８５（２００４）．

６
．
４ｔｈ ｌｒ１苛餅ｃｏηｔｉｎｅｎｔａｌ ｍ ｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｈａげ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｓｏｃｉｅ言ｉｅｓ ２００４

．
６
，
１７－１９ Ｂｅｒｌｉｎ，

Ｇｅｒｍａｎｙ

Ａ Ａ Ｗ ａｔａ 汕
，
Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ

，
Ｋ Ｋｏｂａｙａｓｈ１，

“
１ 舵 麦ａｃｔｌｏｎｓ ｂｅｔｗｅｅｎ ｔｈｅ ｅｐｌｄｅｒｍ■ｓ ａｎｄ ｄｅｒｍ ａ

ｌ
ｐａｐＩ
ｌｌａ

ｉｎ ｖｉ析ｏ
”
，
ソｏｕκηａ∫ｏデ 妨 ε Ｇ ｅｒｍ ∂η Ｓｏｏ 冶 奴 ｏデ｛）ｅｒηつａｆｏｌｏｇｙ，

２００４ （６）
，
５０５ （２００４）、

７． 杜 団 法 人 目 本 オ プ トメ カ ト１コ ニク ス 協 会 光 セ ン シ ン グ 技 術部 会 ２００迎．６．２４ 東 京

大 和 雅 之，
“細 胞 チ ッ プ お よ び １細 胞 生物 学 の た め の 培 養用 基板 の超 微 細 光 加 工

”
，
光 技 倣コ ン

三夕；ク 外，
４２（９），

５７（２００４）．

８． 第 １回 泌 尿 器 科 再 建 再 生 研 究 会 ２００４．６．２６ 東京

白 柳 慶 之， 大 和 雅 乏， 岡 野 光 夫， 東 間 紘，
“細 胞 シ ー トエ 学 を用 い た尿 路 再 建

”
，
プロ グ ラ ム・

抄 録 集
，
１０１２００４）．

浅 野 桐 子
，
高 沢 亮 二

、
景 ｛ 幸 雄

，
木 原 和 徳

，
大 和 雅 之

，
岡 野 光 夫

，
“人 工 腹 膜 の 作 成 とそ の 臨床 応

用 へ の 検 討” ，
プ ロ グ ラ ム ・ 抄 録 集，１劣 （２００４）．

９
．
Ｅ 眺 ｏｐｅａｎ Ｃ ｅｌｌｓ ＆ Ｍ ａｔｅｒｉａｌｓ．

１≡Ｃ Ｍ Ｖ Ｔ ｈｅ ｃｅｌｌ ｂ；ｏｍ ａｔｅｒｉａｌｓ ｒｅ８ｃ言ｉｏｐ ２００４
．
６
，
２８－３０ Ｄ ａｖｏｓ

，

Ｓ ｗｉ寸ｚｅｒｌａｎｄ

Ｍ Ｙａ ｍ ａｔ◎
，
‘‘Ｓ ｍ ａ汀 ｂ■ｏ ｍ ａｔｅｒＩａｌｓ ａｃｈＩｅｖｅ ｓ ｍ ａけ 盲１ｓｓむｅ 硲 ｇｅｐｅｒａｔＩ◎（ ｗｌｔｈ ｃｅｌｌ ｓｈｅｅ言 ｅｎｇ■ｎｅｅｒＩｎｇ

’’

（２００４）。

１０． 第 ５１ 回 高 分 子 夏 季 大 学 ２００４．７．１２－１４ 大 畠
，
東 京

大 稿 雅 之
，

“ナ ノ テ ィ ッ ソ ユ エ ン シ ニ ア リ ／ ク
”
，
プ ロ ク ラ ム （２００４）

１１
．
Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ ＴｉｓｓＵｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ２００４，

１２ｔｈ Ａｎｎじａｌ Ｓｈｏ け Ｃ ｏｕｒｓｅ

ＵＳＡ

Ｍ Ｙａ ｍ ａｔｏ，
“
Ｃ ｅｌｌｓｈｅｅｔ ｅｎｇｌｎｅ 餅１ｎｇ ｕｓ ｍｇ 耐 ｅｌｌｌｇｅｎｔ ｍ ａｔｅｒｌａｌｓ

”

２００４
，
８
．
１１＿１４ ＨＯｕｓｔｏｎ

，

１２， 共 立 薬 科 大 学 特 別 講 演 会
「再 生 医 療 か ら 未 来 医 療 を 展 望 す る」 ２００４一 柵．１０ 東 京

大 和 雅 之
，
岡 野光 夫

，
“組 織 から 細 胞・臓 器 を 再生 す るテ ク ノ ロ ジ ー”

，
プ ロ グラ ム，４－６（２

００４）．

１３．
第 ４８ 回 賃 本 学 術 会 議 材 料研 究 連 合 講 演 会 ２００４． 柵．２０－２１ 東 京

小 林 純
，
大 和 雅 之

，
糸 賀 和 義

，
菊 池明 彦

，
岡 野 光 夫，

“改 造 液 晶 プロ ジェ ク タ を利 用 した 党 造

形 法 に よ るマ イ ク ロ 流 路 の 作 製と 細 砲 マイ ク ロ パ タ ー ニ ン グヘ の 応 用
”
，
講 演 論 文 集

，
９（２◎◎制、

大 和 雅 之
，
清 水 達也

，
菊 池明 彦

，
岡 野 光 夫

，
“温 度 応 答 性 培 養 皿 を 用 い た 細 胞 シー トエ 学 に よ る

組 織 ・ 臓 器 再 生”
，
講 演 論 文 集

，
１５（２００４）．



１４．
ＮＥＤＯ ワー ク シヨ ッ プ ｒ日 本 か ら 世 界 へ、 新 し い 医

療技 術 の 芽」 ２００４・１１－６
愛 媛

犬 和 雅 之，
“細 胞 ・ 組 織 再 生 の評 価 技 術

”
，
プ ロ グ乏 ム （２００４）、

１５，
ｒナ ノ テ ク ノ ロ ジー 分野 別 バ ー チ ャ ル ラ ボ」 ナ ノ メ

デ ィ シ ン ーナ ノ テ ク ノ ロ ジー が 拓く 未 来 医 療一

２００４Ｉ
１１．１０ 東 京

大 和 雅 之
，
“ナ ノ 加 工 表面 を 活 用 す る細 胞 シ ー ト１工学に よる 再

生 医療
”
，
要 旨 集，

２㌻２６（２００４）、

大 和 雅 之，
“パ ネ ル ディ スカ ッ シ ョ ン： ナ ノ テ ク ノ１コ

ジ ー が 拓 く 未 来 医 療
”
，
要 旨集 （２００４）、

１６．
杜 団 法 人 冒 本 オ プ トメ カ ト ロ ニク ス 協 会 フ ォ ト ンテ ク ノ

ロ ジ ー 技 術 部 会 ２００４－
１１・２５ 東

京

犬 穐 雅 之，
“ナ ノ テク ノ ロ ジ ー を 活 用 す る 再 生 医 療 の 最 前 線

”
，
光 技 術・・ンタ ク ト （２００４）．

１７． 最
近 の 化 学 工 学 ５６ 講 習 会 「先 端 医 療 に お ける 化 学 工学」 ２００４，１２．

９ 東 京

大和 雅 之，
“細 胞 シ ー ト エ 学 を用 い た 組 織 ・ 臓器 再 生

”
， 最
近 の 化 学 工 学 ５６ 先 端 医 療 に お け る

化 学 工 学，
６７－７８（２００４〕．

（３） 出版物

特になし

研究成果による 工業所 有権の出願一取得状況

特 になし




